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	オーナー吉田りこのＳＮＳたち
	今すぐ
	チェック！

	　考えてみれば、初めて子育てサロンに行くということにも、それなりの勇気が必要なのかもしれません。知らない人たちの中に入っていき、自分から話しかけ、子どものことや家庭のことを話す。近所であればあるほど、「知っている人に会ったらどうしよう」「何か困っていると思われるのではないか」と気になることもあるでしょう。
	そして、多くの場合、親自身が「相談するほどのことではない」と思ってしまうのではないでしょうか。
	　子育ての大変さは、いつも分かりやすい形で現れるわけではありません。眠れないほど悩んでいるわけではない。でも、なんとなくしんどい。ほかの子と比べて少し気になる。自分の育て方が間違っているような気がする。そんな小さな引っかかりが少しずつ積み重なっていくことがあります。
	　そんな段階で誰かに話すことができれば、それだけで気持ちが軽くなることがあります。でも、「困ったら相談してください」と言われても、自分がその“困っている人”に当てはまるのかどうか、本人には分からないこともあります。だから私は、「助けて」と言えるかどうかを、本人の勇気だけに任せてはいけないのではないかと思っています。
	　「助けて」と言える環境は、地域の側が意識してつくっていくものなのだと思います。
	　昔の地域には、専門家でも相談員でもないけれど、子どものことも親のこともなんとなく知っている人がいました。道で会えば少し話をして、その中で「最近、この子がね」と悩みがこぼれる。
	　　すると、「うちもそうだったよ」と返ってくる。必要であれば、「それなら、あそこに相談してみたら」と誰かにつないでくれる。そうした何気ないやりとりが、実は家庭を支える大きな力に
	なっていたのではないでしょうか。
	　もちろん、昔の地域社会をそのまま取り戻せばよいという話ではありません。今は暮らし方も、人との距離感も変わっています。だからこそ、今の時代に合った形で、人がゆるやかにつながれる場所を意識してつくっていく必要があるのだと思います。
	　私たちが運営しているガヤChillも、そんな場所でありたいと思っています。何か相談がある人だけが来る場所ではなく、お茶を飲んだり、誰かと話したり、イベントに参加したりしながら、少しずつ顔見知りになっていく場所です。
	　最初から悩みを話さなくてもいい。ただ、何度か会って、少し話して、「この人なら聞いてくれる
	　　かもしれない」と思えたときに、初めて「ちょっと聞いてもらっていい？」という言葉が出てくるのだと思います。
	家庭教育支援というと、何か特別な制度や専門的な支援を思い浮かべがちです。でも、本当に大
	切なのは、その少し手前にある日常の関係なのかもしれません。
	支援から関係が始まるのではなく、関係があるから支援につながる。
	「助けて」と言える人を増やすためには、「助けて」と言わなくてもつながっていられる地域をつくること。困ってから誰かを探すのではなく、困る前から知っている人がいること。私は、家庭教育支援とは、そんな関係を日々の暮らしの中で少しずつ育てていくことでもあるのだと思っています。

